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～学生たちの研究から
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明日を
拓
く～学生たちの

研究から

11学部、７大学院を誇る岡山大学では、
約１万４千人もの学生が学び、

研究に打ち込んでいる。
次代を担う学生たちの研究の中から、

学会賞などを受けた優れた業績や
ユニークな成果を紹介する。

特 集

UEDA, AyakaUEDA, Ayaka

YOSHIDA, RikiyaYOSHIDA, Rikiya

ITOH, ShinsukeITOH, Shinsuke

FUJIHARA, GakuFUJIHARA, Gaku

HYOHDA, TomokoHYOHDA, Tomoko

YAMAMOTO, YuukaYAMAMOTO, Yuuka
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だ
れ
も
が
抱
え
る
一
方
、
日
常
生
活
に

支
障
を
来
し
た
り
、
精
神
障
害
の
主
症
状

に
な
る
こ
と
も
あ
る
「
不
安
」。
こ
の
不

安
が
発
生
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
き
明
か

す
研
究
に
打
ち
込
ん
で
い
る
。
独
自
の
実

験
課
題
を
作
成
し
、
無
自
覚
な
潜
在
記
憶

と
不
安
の
関
係
を
調
査
。
こ
れ
ま
で
に
不

安
を
強
く
感
じ
る
人
は
、
つ
ら
い
経
験
や

不
愉
快
な
事
象
、
否
定
的
な
状
況
の
潜
在

記
憶
が
強
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

朗
ら
か
な
笑
顔
を
絶
や
さ
な
い
が
、
実

は
自
身
が
心
配
性
。
中
学
生
の
時
に
友
人

が
不
登
校
に
な
っ
た
り
、
社
会
で
陰
惨
な

犯
罪
が
相
次
い
だ
こ
と
も
あ
り
、
心
の
問

題
、
と
く
に
不
安
に
興
味
を
持
っ
た
。
本

学
へ
は
臨
床
心
理
士
を
目
指
し
て
進
学
。

し
か
し
、
児
童
相
談
所
で
の
実
習
で
「
心

の
問
題
の
原
因
を
追
求
し
、
現
場
で
苦
し

む
人
た
ち
を
助
け
て
欲
し
い
」
と
い
う
声

を
聞
き
、
基
礎
研
究
に
転
向
し
た
。
講
義

は
休
ま
ず
、研
究
に
は
熱
心
に
取
り
組
み
、

学
部
卒
業
時
に
は
最
優
秀
者
に
贈
ら
れ
る

黒
正
賞
に
輝
い
て
い
る
。

不
安
障
害（
不
安
に
関
す
る
精
神
疾
患
）

や
、
う
つ
病
、
統
合
失
調
症
と
い
っ
た
精

神
障
害
や
、
不
安
や
抑
う
つ
な
ど
の
症
状

に
対
し
て
、
基
礎
や
臨
床
な
ど
心
理
学
の

代
表
的
な
分
野
を
融
合
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ

で
迫
る
研
究
は
「
非
常
に
多
様
な
知
識
が

求
め
ら
れ
、
国
内
で
は
ま
だ
珍
し
く
、
注

目
度
も
高
い
」
と
い
う
。
今
後
は
、
や
る

気
と
心
の
不
調
の
関
係
や
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
で
不
安
が
解
消
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
実

践
研
究
も
行
う
予
定
。
治
療
に
役
立
つ
基

礎
研
究
に
挑
み
続
け
る
。

日
本
で
は
年
４
万
件
も
イ
ベ
ン
ト
が
開

か
れ
、
多
く
が
地
域
活
性
化
を
目
的
と
す

る
。
し
か
し
、
過
疎
の
島
・
犬
島
（
岡
山

市
東
区
犬
島
）
で
行
わ
れ
て
い
る
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
犬
島
時
間
』
は
「
ア
ー

ト
を
手
段
に
し
た
島
と
の
関
係
性
構
築
が

コ
ン
セ
プ
ト
で
、
地
域
活
性
化
の
イ
ベ
ン

ト
で
は
な
い
」（
代
表
者
）
の
に
７
年
も

続
い
て
い
る
。
過
疎
地
で
育
ち
、
イ
ベ
ン

ト
と
活
性
化
の
関
係
に
興
味
が
あ
っ
た
た

め
、
犬
島
時
間
を
テ
ー
マ
に
卒
業
論
文
を

制
作
し
た
。

犬
島
時
間
は
、
夏
の
作
品
展
示
が
中
心

だ
が
、
作
家
や
ス
タ
ッ

フ
は
、
作
品
を
展
示
す

る
空
き
屋
を
貸
し
て

も
ら
う
代
わ
り
に
、
草

刈
り
や
古
民
家
整
備

な
ど
で
一
年
中
、
島
と

か
か
わ
る
。
こ
の
た
め

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
昨

夏
計
３
週
間
、
犬
島
に

滞
在
。
お
年
寄
り
の
多

い
島
の
人
た
ち
で
は

大
変
な
草
刈
り
に
汗
を
流
し
、
作
家
や
島

の
人
と
酒
を
酌
み
交
わ
す
中
か
ら
「
島
の

人
に
個
人
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
く
」
過

程
を
体
験
。「
島
の
人
た
ち
は
親
し
く
な
っ

た
作
家
や
ス
タ
ッ
フ
が
気
に
な
り
、
ア
ー

ト
に
興
味
が
な
く
て
も
イ
ベ
ン
ト
に
来

る
」
と
知
る
。

そ
し
て
「
犬
島
時
間
は
島
に
あ
る
そ
の

ま
ま
の
交
流
を
大
切
に
す
る
た
め
、
活
性

化
を
目
的
に
地
域
に
働
き
か
け
る
必
要
が

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
島
と
う
ま
く
付
き

合
い
、継
続
で
き
て
い
る
」
と
分
析
。「
働

き
か
け
な
い
こ
と
を
含
め
、
地
域
に
住
む

人
た
ち
が
求
め
る
モ

ノ
や
影
響
を
与
え
る

イ
ベ
ン
ト
が
今
後
求

め
ら
れ
て
い
る
」
と

結
論
付
け
た
。

卒
業
後
は
地
元
テ

レ
ビ
局
に
就
職
。
犬

島
に
飛
び
込
ん
だ
経

験
を
胸
に
、
過
疎
に

悩
む
地
域
と
向
き

合
っ
て
い
く
。

不安のメカニズムに迫る

地域活性化とイベントの関係考察

学生研究紹介 ❶

▲�不安傾向が高い人は、中性的な単語よりもネガティブな単語を
思い出しやすいことを示した実験データ

兵
庫
教
育
大
学
大
学
院
連
合
学
校
教
育
学
研
究
科
学
校
教
育
実
践
学
専
攻

岡
山
大
学
教
育
学
研
究
科
配
属　

博
士
課
程
３
年

上う
え

田だ　

紋あ
や

佳か 

さ
ん

学生研究紹介 ❷

文
学
部

人
文
学
科
行
動
科
学
専
修
コ
ー
ス
４
年

藤ふ
じ

原は
ら　
　

岳が
く 

さ
ん

▲犬島時間の展示作品に親しむ犬島の人たち
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氷
が
水
に
な
っ
た
り
、
あ
る
温
度
で
電

気
抵
抗
が
ゼ
ロ
に
な
る
超
伝
導
な
ど
、
物

質
の
急
激
な
変
化
を
相
転
移
と
い
う
。
超

伝
導
物
質
・
ウ
ラ
ン
化
合
物
（URu

2 Si2

）

で
は
、
零
下
２
５
５
・
５
度
付
近
で
相
転

移
が
起
き
て
い
る
こ
と
が
比
熱
の
変
化
か

ら
分
か
っ
て
い
た
が
、
正
体
は
四
半
世
紀

近
く
謎
の
ま
ま
で
「
隠
れ
た

秩
序
」
と
さ
れ
て
き
た
。
こ

の
転
移
温
度
付
近
の
電
子
状

態
の
変
化
を
、
東
京
大
学
物

性
研
究
所
の
レ
ー
ザ
ー
光
を

使
っ
た
装
置
で
、
世
界
で
初

め
て
実
験
的
に
捕
捉
。
業
績

は
米
有
力
誌
に
注
目
論
文
と

し
て
掲
載
さ
れ
、
超
伝
導
物

質
研
究
の
国
際
会
議
で
は
若

手
ポ
ス
タ
ー
賞
を
受
け
た
。

電
子
状
態
の
変
化
は
「
あ

る
方
向
に
動
く
電
子
の
周
期

が
変
わ
っ
た
た
め
」
と
予
想
。

ヘ
リ
ウ
ム
な
ど
数
種
類
の
希

ガ
ス
が
使
え
る
本
学
の
光
電

子
分
光
装
置
で
確
認
を
進
め

る
。
こ
の
相
転
移
は
、
高
温
超
伝
導
の
前

触
れ
状
態
と
似
て
お
り
、「
正
体
を
突
き

止
め
れ
ば
、
本
学
で
盛
ん
な
銅
酸
化
物
高

温
超
伝
導
体
の
研
究
に
も
寄
与
で
き
る
」

と
い
う
。

研
究
者
を
目
指
し
、
高
校
卒
業
後
す
ぐ

米
の
大
学
へ
進
学
。
地
球
温
暖
化
を
テ
ー

マ
に
し
て
い
た
が
、
分
光

法
を
用
い
た
研
究
に
興
味

を
持
ち
、
大
学
院
か
ら
本

学
へ
。「
指
導
教
員
以
外

の
先
生
方
と
も
距
離
が
近

く
、
刺
激
を
受
け
な
が
ら

研
究
で
き
る
環
境
」
と
絶

賛
す
る
。
送
電
線
や
電
磁

石
、
温
度
ス
イ
ッ
チ
な
ど

活
用
が
見
込
め
る
相
転
移

現
象
の
研
究
は
「
地
球
温

暖
化
と
同
様
、
社
会
的
意

義
が
大
き
い
。
形
状
記
憶

合
金
の
相
転
移
な
ど
ま
だ

ま
だ
残
る
謎
を
解
明
し
た

い
」
と
意
欲
は
尽
き
な
い
。

ぜ
ん
そ
く
重
症
度

を
手
軽
に
判
定
で
き
、

患
者
の
負
担
が
少
な

い
検
査
法
を
考
案
。

中
国
地
方
の
学
生
ら

の
創
造
性
豊
か
な
ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を

表
彰
す
る
「
第
９
回

キ
ャ
ン
パ
ス
ベ
ン

チ
ャ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ

中
国
」（
中
国
経
済
連

合
会
な
ど
で
つ
く
る

同
グ
ラ
ン
プ
リ
中
国
実
行
委
員
会
主
催
）

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
部
門
で
最
優
秀
賞
に
輝

い
た
。
今
年
３
月
、
全
国
８
エ
リ
ア
の
代

表
が
集
ま
る
全
国
大
会
に
出
場
す
る
。

現
状
で
は
、
病
院
で
血
液
や
呼
吸
機

能
を
調
べ
る
な
ど
患
者
の
負
担
が
大
き
い

検
査
法
し
か
な
い
こ
と
か
ら
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
妊
娠
の
検
査
キ
ッ
ト
の
よ
う
な

簡
易
検
査
用
キ
ッ
ト
を
発
想
し
た
。
ぜ
ん

そ
く
の
重
症
度
の
目
安
と
な
る
好
中
球
や

好
酸
球
に
反
応
す
る
検
査
液
を
塗
っ
た
プ

レ
ー
ト
に
、
呼
気
凝
縮
液
を
垂
ら
し
て
反

応
の
有
無
で
判
断
す
る

簡
易
検
査
キ
ッ
ト
と
、

呼
気
凝
縮
液
収
集
キ
ッ

ト
を
ア
イ
デ
ア
化
。
審

査
で
は
、
免
疫
反
応
を

利
用
し
た
発
想
と
、
安

価
で
市
場
性
が
期
待
で

き
る
点
が
評
価
さ
れ

た
。臨

床
検
査
技
師
の
免

許
を
取
得
し
、
保
健
学

科
を
卒
業
。「
就
職
前

に
じ
っ
く
り
研
究
し
、
実
験
手
法
な
ど
に

習
熟
し
た
い
」
と
大
学
院
に
進
学
。
指
導

教
員
の
片
岡
幹
男
教
授
の
研
究
テ
ー
マ
を

発
展
さ
せ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
に
応
募
し
た
。

「
純
粋
に
う
れ
し
い
。
研
究
に
前
向
き
に

な
れ
ま
す
」
と
受
賞
を
喜
ぶ
が
、「
ま
だ

ま
だ
机
上
の
案
。
結
果
が
色
調
の
違
い
と

し
て
出
る
の
で
、
反
応
液
の
適
切
な
濃
度

な
ど
ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
は
多
い
」
と
表

情
を
引
き
締
め
る
。
修
了
ま
で
に
キ
ッ
ト

を
完
成
さ
せ
る
た
め
、
細
胞
培
養
や
染
色

に
格
闘
す
る
日
々
が
続
く
。

四半世紀の謎・隠れた秩序相転移を捕捉

ぜんそく重症度の簡易検査キット考案

▲隠れた秩序相転移を世界で初めて実験的に捉えたデータ（左四つのデータ上部の波状部分）

学生研究紹介 ❸

自
然
科
学
研
究
科
先
端
基
礎
科
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
２
年

吉よ
し

田だ　

力り
き

矢や 

さ
ん

学生研究紹介 ❹

保
健
学
研
究
科
保
健
学
専
攻

博
士
前
期
課
程
１
年

兵ひ
ょ
う

田だ　

朋と
も

子こ 

さ
ん

▲考案した呼気凝縮液を採集するキット（上）と重症度を判定するキット
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加
齢
や
物
理
的
刺
激
に
よ
り
関
節
軟
骨

が
す
り
減
る
こ
と
な
ど
で
起
き
る
変
形
性

関
節
症
は
、
高
齢
者
に
多
い
一
般
的
な
病

気
だ
が
薬
が
な
い
。
軟
骨
か
ら
骨
へ
の
成

長
を
促
し
、
軟
骨
細
胞
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
や

足
場
と
な
る
基
質
を
増
や
す
た
ん
ぱ
く
質

が
、
関
節
軟
骨
を
若
々
し
く
健
康
な
状
態

に
保
つ
の
に
有
効
だ
と
示
し
、
こ
の
病
気

の
仕
組
み
の
解
明
や
治
療
薬
開
発
の
ヒ
ン

ト
に
な
る
成
果
を
あ
げ
た
。
整
形
外
科
や

軟
骨
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
分
野
の
注
目

度
は
高
く
、
国
内
外
の
学
会
賞
や
全
国
の

大
学
歯
学
部
の
優
秀
院
生
に
選
ば
れ
た
。

臨
床
の
専
門
は
矯
正
歯
科
だ
が
、
大
学

院
１
年
生
で
、
軟
骨

研
究
で
世
界
的
に
有

名
な
滝
川
正
春
教
授

の
研
究
室
へ
。
こ
の

た
ん
ぱ
く
質
を
、
遺

伝
子
操
作
で
軟
骨
組

織
に
だ
け
過
剰
発
現

さ
せ
た
マ
ウ
ス
と
、
遺

伝
子
操
作
し
て
い
な

い
兄
弟
マ
ウ
ス
の
関

節
状
態
を
比
較
、
解
析
。
遺
伝
子
操
作
し

た
マ
ウ
ス
の
方
が
、
高
齢
で
も
こ
の
た
ん

ぱ
く
質
が
多
く
残
り
、関
節
状
態
は
良
好
。

基
質
の
量
も
多
く
、
変
形
性
関
節
症
の
主

因
で
あ
る
基
質
分
解
酵
素
は
少
な
い
こ
と

を
示
し
た
。
ま
た
、
軟
骨
を
元
に
骨
が
で

き
る
際
に
出
る
物
質
は
、
遺
伝
子
操
作
を

し
て
い
な
い
マ
ウ
ス
で
多
く
、
一
生
骨
に

変
化
し
て
は
い
け
な
い
関
節
軟
骨
が
加
齢

や
物
理
的
刺
激
で
骨
に
変
わ
ろ
う
と
し
て

病
気
が
起
き
る
と
い
う
説
を
裏
付
け
た
。

「
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
り
、

た
ま
た
ま
結
果
が
出
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
バ

ト
ン
を
引
き
継
い
だ
」
と
控
え
め
。
臨
床

と
研
究
で
多
忙
な

日
々
だ
が
「
互
い

に
気
分
転
換
に

な
っ
て
お
り
、
今

後
も
両
方
続
け
た

い
。
今
度
は
自
分

が
研
究
を
引
っ
張

り
、
次
へ
渡
し
た

い
で
す
ね
」
と
意

気
込
む
。

ア
リ
や
蜂
な
ど
、
な
ん
ら
か
の
作
用

や
遺
伝
で
働
い
た
り
、
巣
を
守
っ
た
り
と

劇
的
に
役
割
を
変
え
、
複
雑
な
ル
ー
ル
の

下
で
生
活
す
る
社
会
性
昆
虫
。
こ
の
分
野

で
世
界
的
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
研
究
室

で
、
シ
ロ
ア
リ
の
研
究
に
取
り
組
む
。

卒
業
論
文
で
、
巣
を
作
っ
た
女
王
が
死

ん
だ
り
、
卵
の
生
産
が
間
に
合
わ
な
く
な

る
と
、
子
の
中
か
ら
成
長
し
て
卵
を
産
む

二
次
女
王
が
、
単
為
生
殖
の
子
で
あ
る
理

由
を
解
明
す
る
た
め
、
遺
伝
的
な
特
徴
を

調
査
。
有
性
生
殖
の
子
に
比
べ
、
二
次
女

王
に
な
り
や
す
い
遺
伝
子
の
組

み
合
わ
せ
を
持
っ
て
い

る
こ
と
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
女
王
が

二
次
女
王
の
成
長

を
制
御
し
て
い
る

フ
ェ
ロ
モ
ン
の
成

分
を
世
界
で
初
め
て
特
定
。
こ
れ
ら
の
業

績
を
複
数
の
学
会
で
発
表
し
、
優
秀
ポ
ス

タ
ー
賞
を
受
け
た
。

大
学
院
進
学
後
は
、
女
王
フ
ェ
ロ
モ
ン

が
、
巣
の
中
の
卵
の
量
を
適
当
に
保
つ
た

め
に
使
わ
れ
て
い
る
可
能
性
を
明
ら
か
に

し
、
日
本
動
物
行
動
学
会
の
最
優
秀
ポ
ス

タ
ー
賞
に
。「
産
卵
制
御
に
女
王
フ
ェ
ロ

モ
ン
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
点
で
、
新
規
性
が
あ
る
と
評
価
さ
れ

た
」
と
説
明
。
相
次
ぐ
ポ
ス
タ
ー
賞
受
賞

に
は
「
学
会
と
は
い
え
、
シ
ロ
ア
リ
の
専

門
家
ば
か
り
で
は
な
い
。
専
門
用
語
を
な

る
べ
く
使
わ
な
い
な
ど
表
現
や
説
明
の
わ

か
り
や
す
さ
に
気
を
つ
け
、
絵
を
多
用
し

て
目
を
引
く
工
夫
を
し
て
い
る
」と
い
う
。

今
後
は
、
女
王
フ
ェ
ロ
モ
ン
と
産
卵

量
に
つ
い
て
さ
ら
に
調
べ
る
ほ
か
「
コ
ロ

ニ
ー
で
暮
ら
す
他
の
た
く
さ
ん
の
メ

ン
バ
ー
が
、
ど
の
よ
う
に

役
割
を
分
担
し
、
調
和
を

保
っ
て
い
る
の
か
も
探
り

た
い
」。
飼
育
す
る
シ
ロ
ア

リ
を
見
る
目
は
優
し
い
。

学生たちの
研究から

関節の若さ保つたんぱく質

社会性昆虫の不思議に挑む

●特　集●

学生研究紹介 ❻

医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
機
能
再
生
・
再
建
科
学
専
攻

歯
科
矯
正
学
分
野
博
士
課
程
４
年

伊い

藤と
う　

慎し
ん

将す
け 

さ
ん

学生研究紹介 ❺

環
境
学
研
究
科
昆
虫
生
態
学
研
究
室

博
士
前
期
課
程
１
年

山や
ま

本も
と　

結ゆ
う

花か 

さ
ん

▲�若々しく健康な状態に保たれた遺伝子操作マウスの
関節（左）と通常のマウスの関節

▲�研究対象のヤマトシロアリ

▲�シロアリ採集のため
山に分け入る
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ノーベル化学賞受賞

根岸英一博士と岡山大学
～深まる絆

▲備前市を訪れ、備前焼作りを体験する根岸博士夫妻（2005年7月）

▲学生たちに講演する根岸博士（2005年7月）

▲学生たちとの記念写真に収まる根岸博士（2010年6月）

岡大

２
０
１
０
年
10
月
、
製
薬
や
電
子
産
業

な
ど
幅
広
い
分
野
で
使
わ
れ
る
有
機
化
合

物
の
革
新
的
合
成
手
法
「
ク
ロ
ス
カ
ッ
プ

リ
ン
グ
反
応
」
の
開
発
で
、
ノ
ー
ベ
ル
化

学
賞
を
受
賞
し
、日
本
中
を
沸
か
せ
た
米
・

パ
デ
ュ
ー
大
の
根
岸
英
一
特
別
教
授
。
本

学
は
、
半
世
紀
近
く
米
国
で
活
躍
す
る
根

岸
博
士
が
２
０
０
５
年
か
ら
計
４
回
訪
れ

て
講
演
を
行
っ
て
い
る
、
国
内
で
も
縁
が

深
い
大
学
で
す
。

こ
の
講
演
は
、
学
生
時
代
か
ら
根
岸
博

士
と
交
流
が
あ
り
、
２
０
０
４
年
に
着
任

し
た
自
然
科
学
研
究
科
の
西
原
康
師
教
授

が「
学
生
に
本
物
の
化
学
を
学
ば
せ
た
い
」

と
依
頼
し
実
現
し
ま
し
た
。
学
会
や
企
業

の
講
演
な
ど
で
帰
国
す
る
際
に
立
ち
寄
っ

て
も
ら
い
、
最
近
の
研
究
内
容
や
気
に

な
っ
て
い
る
化
学
の
話
題
を
話
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。西
原
先
生
に
よ
れ
ば「
岡

山
に
は
根
岸
先
生
が
米
・
シ
ラ
キ
ュ
ー
ス

大
に
い
た
時
の
友
人
も
多
く
お
ら
れ
、﹃
今

度
日
本
に
行
く
け
ど
、
岡
山
に
も
行
こ
う

か
？
﹄
と
連
絡
を
く
だ
さ
る
ほ
ど
、
気
に

掛
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
根
岸
先
生
の

講
義
を
受
け
た
学
生
は
み
ん
な
先
生
を
身

近
に
感
じ
て
お
り
、
受
賞
を
と
も
に
喜
ん

で
い
ま
す
」
と
の
こ
と
で
す
。

こ
う
し
た
縁
で
、
根
岸
博
士
は
、
本
学

が
重
点
的
に
推
進
す
る
、
超
伝
導
や
有
機

半
導
体
な
ど
を
研
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
新
素
材
拠
点
」
の
外

部
評
価
委
員
に
受
賞
前
か
ら
内
定
し
て
い

ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
指
す
べ
き

方
向
性
を
、
世
界
的
視
野
か
ら
ア
ド
バ
イ

ス
し
て
も
ら
う
予
定
で
す
。

こ
の
新
素
材
拠
点
の
会
議
に
合
わ
せ
、

根
岸
博
士
が
３
月
、
受
賞
後
初
め
て
本
学

に
来
ら
れ
ま
す
。
��
日
に
は
、「
夢
を
持

ち
続
け
よ
う
！
」
と
題
し
て
特
別
講
演
会

を
開
催
。
世
界
的
科
学
者
の
話
を
広
く
地

域
の
皆
様
に
聞
い
て
い
た
だ
き
、
岡
山
の

科
学
界
に
も
大
き
な
刺
激
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

ま
た
、
ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
や
文
化
勲
章

な
ど
数
多
く
の
受
賞
に
い
た
っ
た
素
晴
ら

し
い
業
績
や
、
本
学
の
教
育
研
究
へ
の
寄

与
に
敬
意
を
表
し
、
本
学
初
の
「
名
誉
博

士
」
を
授
与
す
る
こ
と
も
決
ま
り
ま
し
た
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
後
、根
岸
博
士
は「
科

学
技
術
発
展
へ
の
使
命
感
を
強
く
し
て
お

ら
れ
、
中
高
生
に
化
学
の
面
白
さ
を
伝
え

る
活
動
や
、
人
工
光
合
成
な
ど
二
酸
化
炭

素
を
有
効
な
炭
素
源
と
考
え
て
活
用
す
る

研
究
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
」
と
西

原
教
授
。
今
後
も
年
１
回
の
来
学
を
約
束

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
そ
う
で
、
学
生
や

研
究
者
と
一
層
の
交
流
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
本
学
の
教
育
研
究
が
さ
ら
に
発
展
す

る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。
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宮
崎
県
生
ま
れ
。
兄
が
体
操

競
技
を
し
て
お
り
、
そ
の

影
響
で
自
然
に
始
め
て
い
ま
し
た
。

技
に
成
功
す
る
と
う
れ
し
く
て
、

難
し
い
技
に
ど
ん
ど
ん
挑
戦
す
る

う
ち
、
の
め
り
込
み
、
中
学
生
の

こ
ろ
に
は
九
州
大
会
で
準
優
勝
す

る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

体
操
の
名
門
・
大
阪
清
風
高
校
を

経
て
日
本
体
育
大
学
に
進
学
。
４

年
生
の
と
き
に
は
体
操
部
の
キ
ャ

プ
テ
ン
と
し
て
３
０
０
名
を
超
え

る
部
員
を
率
い
ま
し
た
。
卒
業
後

も
銀
行
に
勤
め
な
が
ら
、
世
界
選

手
権
に
出
場
す
る
な
ど
活
躍
し
、

80
年
に
は
モ
ス
ク
ワ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
日
本
代
表
選
手
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ソ
連
の
ア
フ

ガ
ン
侵
攻
に
抗
議
し
、
日
本
を
含

む
西
側
諸
国
の
多
く
が
出
場
を
ボ

イ
コ
ッ
ト
。
無
念
の
涙
を
呑
み
ま

し
た
。
非
常
に

が
っ
か
り
さ
れ

た
そ
う
で
す

が
、
す
ぐ
に
立
ち
直
り
、
翌
年
の

世
界
選
手
権
な
ど
で
着
実
に
実
績

を
重
ね
、
84
年
の
ロ
ス
五
輪
代
表

の
切
符
を
つ
か
み
ま
し
た
。

日
本
代
表
体
操
選
手
団
の

キ
ャ
プ
テ
ン
は
最
年
長
の

梶
谷
先
生
。
心
が
け
て
い
た
の
は

「
み
ん
な
の
意
見
を
一
つ
に
す
る
こ

と
」。
選
手
団
に
は
森
末
慎
二
選

手
、
具
志
堅
幸
司
選
手
（
と
も
に

ロ
ス
五
輪
金
メ
ダ
リ
ス
ト
）
ら
一

流
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
お
り
「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
な
る
く
ら
い
だ

か
ら
、
み
ん
な
『
自
分
の
意
見
が

一
番
』。
そ
ん
な
彼
ら
を
団
体
戦
優

勝
と
い
う
目
標
に
向
け
て
ま
と
め

あ
げ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
さ

せ
る
の
に
た
い
へ
ん
苦
心
し
ま
し

た
」。
そ
し
て
、
み
ご
と
に
銅
メ
ダ

ル
を
獲
得
。

　

個
人
戦
で
は
平
行
棒
に
出
場
。

順
調
に
勝
ち
進
み
、
決
勝
に
進
出

し
ま
し
た
。
日
本
は
お
ろ
か
世
界

中
が
注
目
す
る
大
舞
台
。「
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
で
平
行
棒
か
ら
手

を
離
し
て
、
床
に
着
地
す

る
ま
で
の
約
０
・
２
秒
間

が
１
分
間
に
も
感
じ
ら

れ
た
」
そ
う
で
す
。
結

果
は
10
点
満
点
で
銀
メ

ダ
ル
。
同
じ
く
10
点
を
獲

得
し
た
ア
メ
リ
カ
の
バ
ー
ト
・
コ

ナ
ー
選
手
よ
り
予
選
で

の
得
点
が
わ
ず

か
に
下
回
っ

た
た
め
、

惜
し
く
も

金
メ
ダ
ル

は
逃
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

「
10
点
満
点
を
い
た

だ
け
た
の
で
、
自
分
で
は
納
得
し

ま
し
た
。
正
直
、
金
メ
ダ
ル
は
欲

し
か
っ
た
で
す
け
ど
ね
」

ロ
ス
五
輪
出
場
前
に
、
体
操

の
指
導
者
を
志
し
、
銀
行

を
退
職
。
奈
良
県
立
医
科
大
学
な

ど
を
経
て
、
88
年
、
本
学
に
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
教
育
学
研

究
科
教
授
と
し
て
幼
児
体
育
な
ど

に
つ
い
て
講
義
す
る
ほ
か
、
夏
休

み
に
は
小
学
生
向
け
の
体
操
教
室

も
開
い
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
頃

に
体
の
動
か
し
方
を
覚
え
て
、
ス

ポ
ー
ツ
す
る
と
き
の
基
礎
に
し
て

欲
し
い
。
体
を
動
か
す
の
は
怖
く

な
い
こ
と
を
知
っ
て
、
運
動
を
楽

し
ん
で
欲
し
い
、
と
い
う
願
い
を

込
め
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
か
ら
「
競
技
力
を

高
め
る
」
と
題
し
た
公
開
講
座
を

開
始
。
岡
大
生
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
方
々
に
も
効
果
的
に
成
果
を

あ
げ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
を
講

義
し
て
い
ま
す
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
話
が
聞
け
、
実
際
の
メ
ダ
ル
も

見
ら
れ
る
」
と
好
評
の
こ
の
講
座
、

来
年
度
も
開
講
予
定
で
す
。
み
な

さ
ん
も
メ
ダ
リ
ス
ト
の
講
義
を
聞

き
に
来
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

1�8�（昭和5�）年夏、ロサンゼルスオリン
ピック（ロス五輪）。柔道の山下泰裕選手ら
の活躍に日本中が興奮しました。このロス
五輪体操の銀メダリストが、今回ご紹介す
る教育学研究科教授の梶谷信之先生です。

梶谷　信之（かじたに　のぶゆき）
1955（昭和30）年　宮崎県出身
1978（昭和53）年　日本体育大学体育学部卒
紀陽銀行、奈良県立医科大学を経て1988（昭
和63）年から本学勤務
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な
に
も
し
な
か
っ
た
学
生
時
代

生
ま
れ
は
尾
道
な
の
で
す
が
、
父
親
が
転
勤
族

だ
っ
た
の
で
、
西
日
本
各
地
を
転
々
と
し
ま
し
た
。

高
校
は
鹿
児
島
で
、
父
親
の
実
家
は
熊
本
だ
っ
た
の

で
す
が
、
全
然
知
ら
な
い
土
地
に
行
き
た
く
て
、
岡

大
に
入
り
ま
し
た
。

　

学
生
時
代
は
サ
ー
ク
ル
も
ア
ル
バ
イ
ト
も
せ
ず
、

の
ん
び
り
と
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
で

も
「
な
に
や
っ
て
た
ん
だ
ろ
う
」
と
不
思
議
に
思
う

く
ら
い
で
す
（
笑
）　

た
だ
、
映
画
だ
け
は
た
く
さ

ん
見
ま
し
た
。
千
日
前
商
店
街
の
映
画
館
や
、
で
き

た
ば
か
り
の
岡
山
メ
ル
パ
に
通
っ
て
、
年
間
数
十
本

は
見
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
と
く
に
﹃
ピ
ン
ク
・
パ

ン
サ
ー
﹄
シ
リ
ー
ズ
の
ブ
レ
イ
ク
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
監

督
の
映
画
や
﹃
ブ
ル
ー
ス
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
﹄
な
ど
ハ

リ
ウ
ッ
ド
製
の
バ
カ
・
コ
メ
デ
ィ
が
好
き
で
し
た
。

私
の
作
品
に
は
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、こ
の
時
の
影
響
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

デ
ビ
ュ
ー
ま
で
ア
ル
バ
イ
ト
生
活

卒
業
後
、
東
京
の
ガ
ラ
ス
ビ
ン
メ
ー
カ
ー
に
勤

め
ま
し
た
が
、
入
社
当
初
か
ら
辞
め
た
か
っ
た
の
で

（
笑
）、
４
年
で
退
社
。
高
校
時
代
に
推
理
小
説
を
よ

く
読
ん
で
い
た
の
で
、
光
文
社
の
﹃
本
格
推
理
﹄
と

い
う
文
庫
シ
リ
ー
ズ
の
推
理
小
説
コ
ン
テ
ス
ト
に
作

品
を
投
稿
し
て
み
た
ら
採
用
さ
れ
て
。「
こ
れ
は
作

家
と
し
て
や
っ
て
い
け
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
考
え

て
、
専
業
作
家
を
目
指
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
��
年
、

�6
歳
の
時
で
し
た
。
８
年
間
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な

が
ら
執
筆
を
続
け
、
２
０
０
２
年
に
光
文
社
の
新
人

発
掘
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
デ
ビ
ュ
ー
で
き
ま
し
た
。

四
六
時
中
ネ
タ
探
し

私
の
小
説
は
ト
リ
ッ
ク
を
中
心
に
据
え
た
構
成

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
を
組
み
立
て
る
と

き
は
、
ま
ず
ト
リ
ッ
ク
か
ら
考
え
、
そ
れ
に
ぴ
っ
た

り
あ
う
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
つ
く
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
四
六
時
中
ト
リ
ッ
ク
の
こ
と
を

考
え
て
い
る
と
い
っ
て
も
良
い
で
す
。
ト
リ
ッ
ク
は

新
聞
を
読
ん
だ
り
、
テ
レ
ビ
を
見
た
り
、
街
を
歩

い
た
り
し
て
い
る
と
き
に
、
な
に
か
の
拍
子
で
、
な

に
か
を
見
て
考
え
つ
く
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
考
え

つ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
は
メ
モ
に
残
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
は
そ
の
ス
ト
ッ
ク
を
使
っ
て
創
作
し
て
き
ま
し

た
が
、﹃
謎
解
き
は
～
﹄
の
ヒ
ッ
ト
の
お
か
げ
で
仕

事
の
依
頼
が
増
え
て
い
る
の
で
、
だ
ん
だ
ん
苦
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
（
笑
）

そ
の
後
、
ス
ト
ー
リ
ー
構
成
を
だ
い
た
い
決
め
て

か
ら
執
筆
に
と
り
か
か
り
ま
す
。
い
っ
た
ん
書
き
始

め
る
と
ス
イ
ス
イ
い
く
の
で
す
が
、
書
き
出
す
ま
で

お
嬢
様
刑
事
と
毒
舌
執
事
が
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
掛
け
あ
い
で

事
件
の
真
相
に
迫
る
推
理
小
説『
謎
解
き
は
デ
ィ
ナ
ー
の
あ
と
で
』

（
小
学
館
）。60
万
部
を
超
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、各
所
で

話
題
沸
騰
中
の
作
者
・
東
川
篤
哉
さ
ん
に
創
作
の
秘
密
に
つ
い
て

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

キ
ャ
ラ
が
ぴ
っ
た
り
は
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う

評
価
を
耳
に
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
今
回
は
女
性
読

者
向
け
に
「
お
し
ゃ
れ
」
と
い
う
要
素
も
取
り
入
れ

て
み
ま
し
た
。
う
ま
く
い
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
が
女
性
読
者
に
受
け
て
い
る

理
由
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

多
く
の
読
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
ら

２
月
に
新
刊﹃
放
課
後
は
ミ
ス
テ
リ
ー
と
と
も
に
﹄

（
実
業
之
日
本
社
）
が
出
ま
し
た
。﹃
謎
解
き
は
～
﹄

の
続
編
も
執
筆
中
で
す
。「
ヒ
ッ
ト
作
を
出
す
」
と

い
う
作
家
に
な
る
と
き
の
目
標
は
達
成
し
た
の
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
小
説
を
世
に
出
し
て
、

一
人
で
も
多
く
の
方
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
、
と

願
っ
て
い
ま
す
。

▶東川　篤哉（ひがしがわ　とくや）
1968（昭和₄₃）年　広島県尾道市生まれ
1990（平成２）年　岡山大学法学部卒業
会社勤務を経て、2002（平成₁₄）年、カッパノベ
ルス『密室の鍵貸します』で作家デビュー。著書に
岡山を舞台にした『館島』（創元推理文庫）など。

が
苦
し
い
で
す
ね
。
作
家
と
し
て
い
ち
ば
ん
苦
労
す

る
と
こ
ろ
で
す
。
書
き
終
わ
っ
た
あ
と
、
本
が
書
店

の
店
頭
に
並
ん
で
い
る
の
を
見
る
と
作
家
と
し
て
の

喜
び
を
感
じ
ま
す
ね
。
と
く
に
﹃
謎
解
き
は
～
﹄
は

書
店
員
さ
ん
か
ら
の
反
響
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
う

れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

退
屈
さ
せ
な
い
作
品
づ
く
り

作
品
を
書
く
際
に
は
、と
に
か
く
わ
か
り
や
す
く
、

そ
し
て
退
屈
さ
せ
な
い
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

推
理
小
説
は
ど
う
し
て
も
途
中
で
面
倒
な
説
明
が

多
く
な
り
、
退
屈
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
私

の
小
説
で
は
ユ
ー
モ
ア
を
い
わ
ば
ス
ト
ー
リ
ー
の
エ

ン
ジ
ン
と
し
て
取
り
入
れ
、
読
者
を
楽
し
ま
せ
、
飽

き
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。﹃
謎
解
き
は
～
﹄

の
ヒ
ッ
ト
は
、
私
の
小
説
の
世
界
観
に
主
役
二
人
の

▲
『謎解きはディナーのあとで』

小学館より発売中

SERIES



Okadai Students!!

いちょう並木●ICHO NAMIKI No.608

今回は救命処置を学び、地域の方向けの教室を開くな
どの活動を行っているサークルOkayama Save A Life 

（通称：O
オ サ ル

SAL）の代表、医学部医学科４年生の羽田
佑さんに救命救急活動にかける思いを聞きました。

羽
田　

佑

ハ
ダ　

タ
ス
ク

救
命
サ
ー
ク
ル
O
S
A
L
は
平
成

一
七
年
か
ら
有
志
で
活
動
し
て
い
ま

し
た
が
、
正
式
な
サ
ー
ク
ル
と
し
て

認
め
ら
れ
た
の
は
二
年
前
か
ら
で
す
。

あ
く
ま
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

の
で
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
に
全
員
が

集
ま
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
部

員
数
は
30
名
以
上
。
鹿
田
キ
ャ
ン
パ
ス

の
医
学
部
医
学
科
と
保
健
学
科
、
歯

学
部
の
他
に
、
津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら

薬
学
部
の
学
生
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

救
命
活
動
に
は
医
療
従
事
者
が
行

う
A
L
S
（Advance�Life�Support

）

と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
一
般
の
方

で
も
で
き
る
B
L
S
（Basic�Life�

Support

）
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

O
S
A
L
の
活
動
は
、
以
前
は
A
L
S

の
勉
強
会
が
メ
イ
ン
で
し
た
が
、
数

年
前
か
ら
は
B
L
S
の
講
習
も
積
極

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
多
く
の
人
の
命
を
救
う

た
め
に
は
、
も
ち
ろ
ん
A
L
S
の
技
術

を
磨
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
で
も
、﹁
病

院
に
来
た
ら
助
け
る
け
ど
、
そ
れ
ま
で

は
知
ら
な
い
﹂
で
は
い
け
ま
せ
ん
よ
ね
。

病
院
に
来
る
ま
で
の
時
間
を
つ
な
ぐ
た

め
に
は
B
L
S
の
普
及
も
大
切
。
ど
ち

ら
も
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

最
近
で
は
地
域
の
方
向
け
に

B
L
S
の
一
つ
と
し
て
A
E
D
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
、
救
命
処
置
に
使
わ

れ
る
装
置
）
の
使
用
法
を
講
習
す
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
A
E
D
は
一
般
の
人

で
も
使
え
る
の
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
保
健
の
授
業
な
ど
の
お
か
げ
で
若

い
人
に
は
普
及
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま

だ
A
E
D
の
使
い
方
、

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

方
法
が
分
か
ら
な
い

と
い
う
世
代
は
多
い
。

A
L
S
の
勉
強
会
で

そ
の
こ
と
を
知
っ
た

の
が
、
O
S
A
L
に

入
っ
た
き
っ
か
け
で

も
あ
り
ま
す
。
心
肺

停
止
の
際
、
処
置
を

す
る
ま
で
の
時
間
で

蘇
生
率
は
大
き
く
変

わ
る
の
で
、
そ
ば
に
い
た
人
が
す
ぐ
に

処
置
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
ん

な
場
面
に
遭
遇
し
た
と
き
、
B
L
S

の
経
験
が
あ
れ
ば
、
何
を
す
れ
ば
い

い
の
か
分
か
っ
て
、
動
け
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
講
習
は
何
か
あ
っ
た
時

に
動
き
、
近
づ
く
勇
気
を
持
て
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
活
動
で
も
あ
る
の

で
す
。
A
E
D
の
講
習
を
受
け
た
人

が
そ
う
い
う
場
面
に
遭
う
可
能
性
は

低
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
ゼ
ロ
で

は
な
い
。
助
け
ら
れ
る
命
が
一
人
で

も
増
え
る
な
ら
、
や
る
価
値
は
じ
ゅ

う
ぶ
ん
に
あ
り
ま
す
。

今
は
、
老
人
ホ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ

の
方
向
け
の
講
習
や
、
商
店
街
で
ブ
ー

ス
を
設
け
て
B
L
S
の
普
及
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
一
番
大
規
模
な
も
の

で
は
、
広
島
大
学
と
協
力
し
て
広
島

球
場
で
カ
ー
プ

の
試
合
前
イ
ベ

ン
ト
と
し
て

B
L
S
の
普
及
活
動
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
だ
オ
フ
ァ
ー
が
少

な
く
て
、
不
定
期
に
し
か
活
動
で
き

な
い
の
が
つ
ら
い
と
こ
ろ
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
人
を
救
え
る
よ

う
に
、
救
急
患
者
が
来
て
も
専
門
じ
ゃ

な
い
か
ら
無
理
、
と
断
る
の
で
は
な

く
、
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
に
な
ん
で
も

こ
な
し
、
同
じ
目
線
で
患
者
さ
ん
の

声
を
聞
き
、
相
手
の
立
場
に
立
っ
た

医
療
を
施
せ
る
医
者
に
な
る
の
が
目

標
で
す
。
B
L
S
講
習
は
一
般
の
方

と
触
れ
あ
い
、
相
手
の
こ
と
を
理
解

す
る
訓
練
に
な
る
と
い
う
点
で
も
た

め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
4
年
生
で
す
が
、
来
年
度
の

夏
休
み
明
け
ま
で
は
活
動
を
続
け
る

予
定
で
す
。
来
年
度
、
全
国
か
ら
学

生
を
集
め
、
二
日
間
か
け
て
B
L
S

な
ど
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

く
の
が
私
の
O
S
A
L
で
の
活

動
の
集
大
成
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
B
L
S
講
習

で
蘇
生
の
輪
を
広
げ
、
非

常
時
に
皆
が
無
視
す
る
の

で
は
な
く
、
皆
が
駆
け
寄

る
社
会
に
し
て
い
け
れ
ば
、

と
思
い
ま
す
。

少
し
で
も
多
く
の
人
の

命
を
救
う
た
め
に

ゼ
ロ
で
な
け
れ
ば

や
る
価
値
が
あ
る

患
者
さ
ん
の
立
場
に
立
て
る

医
者
に
な
り
た
い
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駐
日
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
大
使
館
の
イ
ヴ
ァ

ン
・
ム
ル
キ
ッ
チ
特
命
全
権
大
使
と
ア
レ
ク
サ

ン
ド
ラ
・
コ
ヴ
ァ
ッ
チ
文
化
広
報
・
領
事
担
当

書
記
官
が
本
学
を
訪
れ
、
千
葉
喬
三
学
長
ら
と

会
談
し
ま
し
た
。

本
学
は
、
同
国
ノ
ヴ
ィ
サ
ド
大
学
と
大
学
間

交
流
協
定
、
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
大
学
哲
学
部
と
本

学
文
学
部
と
で
部
局
間
交
流
協
定
を
締
結
し
、

学
生
の
相
互
派
遣
・
受
入
を
盛
ん
に
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
文
学
部
で
は
全
国
的
に
も
珍
し

い
セ
ル
ビ
ア
語
の
授
業
を
開
講
し
て

い
ま
す
。

会
談
で
は
、
ム
ル
キ
ッ
チ
大
使
と

千
葉
学
長
の
間
で
現
行
の
部
局
間
協

定
を
大
学
間
協
定
に
発
展
さ
せ
、
学

生
交
流
・
研
究
交
流
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

フ
ラ
ン
ス
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大

学
と
大
学
間
交
流
協
定
を
締
結
し
ま
し

た
。
昨
年
７
月
に
同
大
政
治
学
院
と
社

会
文
化
科
学
研
究
科
が
部
局
間
で
結
ん

だ
交
流
協
定
を
全
学
に
拡
大
し
た
も
の

で
す
。
こ
の
協
定
に
よ
り
全
学
部
・
研

究
科
で
同
大
と
の
学
術
交
流
・
学
生
交

流
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
で
行
わ
れ
た

調
印
式
に
は
、
同
大
の
ア
ラ
ン
・
ベ

レ
ッ
ツ
学
長
、
ア
ン
ヌ
・
ク
レ
ー
ブ

＝
ペ
リ
シ
エ
副
学
長
、
本
学
の
佐
藤

豊
信
副
学
長
、
荒
木
勝
社
会
文
化
科

学
研
究
科
長
ら
関
係
者
が
出
席
。
ベ

レ
ッ
ツ
学
長
と
佐
藤
副
学
長
が
協
定

書
を
交
わ
し
ま
し
た
。

鹿
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
の
発
掘
成

果
展
「
謎
の
荘
園 

鹿
田
荘―

集
落
・

条
里
・
領
域―

」
が
創
立
五
十
周
年

記
念
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

鹿
田
荘
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け

鹿
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
に
あ
っ
た
、

全
国
で
四
箇
所
し
か
な
い
藤
原
摂
関

家
の
代
表
者
が
代
々
受
け
継
い
だ
荘

園
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
鹿
田
荘
の
範
囲
な
ど
、
多
く
の

点
は
未
解
明
の
ま
ま
。
同
展
で
は
、

関
連
遺
跡
の
調
査
研
究
に
携
わ
っ
て

き
た
本
学
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ

ン
タ
ー
、
岡
山
県
教
育
委
員
会
、
岡

山
市
教
育
委
員
会
の
成
果
を
は
じ
め

て
一
堂
に
集
め
、
鹿
田
荘
の
謎
に
迫

り
ま
し
た
。

文
字
を
書
け
る
有
力
者
の
存
在

を
推
測
さ
せ
る
硯
や
土
器
、
陶
器
と

い
っ
た
出
土
品
約
２
０
０
点
、
平
安

か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
鹿
田
荘

一
帯
の
変
遷
が
一
目
で
分
か
る
景
観

復
元
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
展
示
。
来
場

者
は
出
土
品
を
手
に
取
っ
た
り
、
研

究
者
の
説
明
に
耳
を
傾
け
た
り
し
て

歴
史
ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま

し
た
。

「鹿田荘」の謎に迫る
発掘成果展を開催

（2011.1.6−10）

難治性感染症治療薬の創製に向け
中国上海中医薬大学・韓国圓光大学と

共同研究協定
（2010.12.13）

フランス・ストラスブール大学と
大学間交流協定を締結

（2011.1.21）

既
に
社
会
文
化
科
学
研
究
科
と
ス
ト

ラ
ス
ブ
ー
ル
大
学
政
治
学
院
と
の
間
で

実
施
し
て
い
る
教
員
の
派
遣
に
加
え
、

今
後
は
自
然
科
学
研
究
科
、
医
歯
薬
学

総
合
研
究
科
で
も
教
員
・
学
生
の
交
流

を
行
う
予
定
で
す
。

中
国
上
海
中
医
薬
大
学
、
韓
国
圓
光

大
学
と
難
治
性
感
染
症
（
マ
ラ
リ
ア
等

の
熱
帯
病
、
Ｃ
型
肝
炎
な
ど
）
の
治
療

ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
と
学
生
・
教
職
員
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
「
ベ
ト
ナ
ム
カ
フ
ェ
」
を
行
い
ま

し
た
。

本
学
は
、ベ
ト
ナ
ム
に
現
地
事
務
所
を
設
け
、

同
国
・
ダ
ラ
ッ
ト
大
学
に
教
員
を
派
遣
す
る
な

ど
同
国
と
の
交
流
を
重
点
的
に
進
め
て
お
り
、

学
生
に
同
国
へ
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
企

画
。
こ
の
日
は
「
ベ
ト
ナ
ム
語
に
挑
戦
！
～
プ

レ
編
～
」
と
題
し
、
来
日
中
の
ベ
ト
ナ

ム
現
地
事
務
所
職
員
や
長
期
派
遣

経
験
が
あ
る
日
本
人
教
員
が
、
同

国
の
情
報
や
文
化
な
ど
を
紹
介

し
た
後
、
日
本
人
学
生
が
ベ
ト

ナ
ム
人
留
学
生
か
ら
ベ
ト
ナ

ム
語
を
学
び
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
は
今
後
も
定
期
的

に
行
う
予
定
。
今
年
３
月
に

は
同
国
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研

修
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

駐日セルビア大使が
本学を訪問
（2010.12.10）

▲�

イ
ヴ
ァ
ン
・
ム
ル
キ
ッ
チ
大
使
（
右
か
ら
４

番
目
）
と
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
・
コ
ヴ
ァ
ッ
チ

書
記
官
（
左
か
ら
３
番
目
）
を
囲
ん
で

▲�右から許南浩医学部長、荒木研究科長、
佐藤副学長、ベレッツ学長、ペリシエ副
学長、清水耕一経済学部長

▲�圓光大・金学権副学長（右）、上海中医
薬大・謝建群副学長（中）と本学・曽良
達生副学長（左）

薬
開
発
へ
向
け
た
共
同
研
究
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。

豊
富
な
天
然
資
源
を
保
有
す
る
上

海
中
医
薬
大
、
人
獣
共
通
感
染
病
の
研

究
が
活
発
な
圓
光
大
、
マ
ラ
リ
ア
新
薬

開
発
研
究
を
通
じ
、
シ
ー
ズ
発
掘
か
ら

臨
床
試
験
に
至
る
す
べ
て
の
医
薬
品
開

発
の
シ
ス
テ
ム
を
持
つ
本
学
が
そ
れ
ぞ

れ
の
強
み
を
生
か
し
、
新
薬
の
創
製
を

目
指
し
ま
す
。
知
的
財
産
面
で
の
取
り

決
め
も
明
文
化
し
て
お
り
、
日
中
韓
の

３
大
学
が
研
究
成
果
に
関
す
る
共
通
の

ル
ー
ル
を
定
め
る
の
は
極
め
て
画
期
的

で
す
。

ベトナムカフェで学生が
ベトナム人留学生らと交流

（2010.11.12）
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▲�新しい看板を披露する千
葉学長（後列右から三人
目）、田中理事（後列右から
二人目）、森田理事（後列右
から四人目）、赤松康弘な
かよし園園長（後列右から
一人目）、こぐま組園児たち

いちょう並木●ICHO NAMIKI No.6010

昨
年
10
月
か
ら
行
っ
て
い
た

鹿
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
教
職

員
・
学
生
の
子
ど
も
向
け
保
育

施
設
「
な
か
よ
し
園
」
の
改
修

工
事
が
終
了
し
、
開
所
式
を
行

い
ま
し
た
。

千
葉
学
長
、
田
中
宏
二
企

画
・
総
務
担
当
理
事
、
森
田
潔

病
院
担
当
理
事
が
挨
拶
し
た
あ

本
学
は
、
労
働
者
の
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
を
積
極
的
に
支
援
す

る
「
基
準
適
合
一
般
事
業
主
」（
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
）
に
認
定
さ

れ
、
次
世
代
認
定
マ
ー
ク
「
く
る

み
ん
」
を
取
得
し
ま
し
た
。

次
世
代
育
成
支
援
対
策
促
進
法

に
基
づ
き
、
第
Ⅱ 

期
一
般
事
業

主
行
動
計
画
（
平
成
19
年
4
月
～

平
成
22
年
3
月
）
を
策
定
。
育
児

休
暇
を
取
得
し
た
男
性
職
員
ら
の

体
験
記
「
岡
大
パ
パ
の
育
児
エ
ッ

セ
イ
集
」
の
作
成
、
長
期
休
暇
中

の
学
童
保
育
施
設
「
か
い
の
き
児

童
ク
ラ
ブ
」
や
病
児
・
病
後
児
保

育
施
設
「
ま
す
か
っ
と
病
児
保
育

ル
ー
ム
」
の
開
設
、
乳
幼
児
保
育

施
設
「
な
か
よ
し
園
」
の
保
育
体

制
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
現
在
は
第
Ⅲ
期
一
般
事
業
主

行
動
計
画
（
平
成
22
年
4
月
～
平

成
25
年
3
月
）
に
従
い
、
次
世

代
育
成
支
援
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
、
出
産
や
育
児
に
関
す
る
制
度

の
周
知
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

仕
切
り
の
あ
る
机
で
集
中
し
た
り
、
丸

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
友
人
と
話
し
合
っ
た

り
…
。
一
般
教
育
棟
の
自
学
自
習
ス
ペ
ー

ス
「
W
a
k
u
2
ス
ク
エ
ア
」
に
は
学
生
の
姿

が
絶
え
な
い
。
よ
く
利
用
す
る
と
い
う
法
学

部
の
女
子
二
人
は
「
文
系
は
学
部
に
自
習
場

所
が
少
な
い
の
で
空
き
コ
マ
や
休
日
の
勉
強

に
便
利
。
疲
れ
た
ら
友
人
と
話
し
た
り
、
飲

み
物
を
飲
ん
で
気
分
転
換
も
で
き
る
。
家
と

違
い
誘
惑
が
な
く
、
他
人
の
目
が
あ
る
の
で
、

は
か
ど
り
ま
す
よ
」
と
満
足
そ
う
。

岡
山
大
学
に
は
現
在
、
こ
う
し
た
自
学
自

習
ス
ペ
ー
ス
や
情
報
処
理
・
語
学
演
習
室
と
い
っ

た
設
備
の
ほ
か
、
語
学
力
養
成
シ
ス
テ
ム
、
職

業
観
の
育
成
や
就
職
支
援
と
い
っ
た
キ
ャ
リ
ア

開
発
、
国
際
交
流
体
験
な
ど
、
学
生
た
ち
を
多

面
的
に
支
援
す
る
仕
組
み
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
意
味

は
な
い
。

も
う
す
ぐ
卒
業
シ
ー
ズ
ン
。
せ
っ
か
く
の
学

生
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
う
し
た
支
援
環
境
を

含
め
た
＂
岡
大
と
い
う
道
具
〟
を
使
い
尽
く
し
て

存
分
に
学
ん
で
ほ
し
い
。
そ
し
て
＂
岡
大
卒
〟
の

誇
り
を
持
っ
て
学
舎
を
巣
立
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
。

COLUMN

キャンパス
探訪

05
「 誇 り の 源 」

照
明
を
消
し
て
ろ
う
そ
く
に
火

を
と
も
し
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

間
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
「Candle 

N
ight

～H
eartful M

essage

～
」

が
津
島
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
学
会
館

喫
茶
ス
ペ
ー
ス
で
開
か
れ
ま
し

た
。本

学
を
盛
り

上
げ
る
た
め
、

学
生
サ
ー
ク
ル

「
Ｌ
ｉ
☆
Ｌ
ｕ
ｃ

ｋ
」
を
中
心
に

結
成
し
た
「
学

内
Ｃ
Ｏ
Ｅ
ウ
イ

ン
タ
ー
企
画
実
行
委
員
会
」
が
12

月
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン

ト
に
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。
今

回
が
３
回
目
で
す
。

会
場
は
ツ
リ
ー
型
や
ハ
ー
ト
型

な
ど
に
並
べ
ら
れ
た
約
２
０
０
０

個
の
ろ
う
そ
く
が
幻
想
的
な
光
景

を
作
り
だ
し
ま
し
た
。
来
場
者
は

暖
か
い
飲
み
物
を
手
に
談
笑
し
た

り
、
記
念
撮
影
し
た
り
と
キ
ャ
ン

パ
ス
の
い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
を

楽
し
み
、
訪
れ
た
学
生
は
「
ム
ー

ド
が
あ
っ
て
わ
く
わ
く
す
る
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

オープン

ベ
ト
ナ
ム
人
留
学
生
と
学
生
・
教
職
員
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
「
ベ
ト
ナ
ム
カ
フ
ェ
」
を
行
い
ま

し
た
。

本
学
は
、ベ
ト
ナ
ム
に
現
地
事
務
所
を
設
け
、

同
国
・
ダ
ラ
ッ
ト
大
学
に
教
員
を
派
遣
す
る
な

ど
同
国
と
の
交
流
を
重
点
的
に
進
め
て
お
り
、

学
生
に
同
国
へ
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
企

画
。
こ
の
日
は
「
ベ
ト
ナ
ム
語
に
挑
戦
！
～
プ

レ
編
～
」
と
題
し
、
来
日
中
の
ベ
ト
ナ

ム
現
地
事
務
所
職
員
や
長
期
派
遣

経
験
が
あ
る
日
本
人
教
員
が
、
同

国
の
情
報
や
文
化
な
ど
を
紹
介

し
た
後
、
日
本
人
学
生
が
ベ
ト

ナ
ム
人
留
学
生
か
ら
ベ
ト
ナ

ム
語
を
学
び
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
は
今
後
も
定
期
的

に
行
う
予
定
。
今
年
３
月
に

は
同
国
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
研

修
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

と
、
園
児
と
と
も
に
新
看
板
を

披
露
。
秋
に
園
児
が
拾
っ
て
遊

べ
る
よ
う
に
、
園
庭
に
全
員
で

ド
ン
グ
リ
が
実
る
マ
テ
バ
シ
イ

を
記
念
植
樹
し
ま
し
た
。
保
育

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
で
あ
る
高
橋
敏

之
教
育
学
研
究
科
教
授
が
図
鑑

な
ど
ド
ン
グ
リ
に
関
連
し
た
書

籍
を
同
園
に
贈
呈
し
、
「
マ
テ

バ
シ
イ
は
大
き
な
ド
ン
グ
リ
が

で
き
る
。
大
事
に
育
て
て
く
だ

さ
い
」
と
語
り
か
け
る
と
、
園

児
は
「
ハ
ー
イ
」
と
元
気
よ
く

返
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

▲�

杉
山
さ
ん
（
右
）
と
矢
野
さ
ん

次世代認定マーク「くるみん」を取得

路
上
で
倒
れ
た
男
性
を
救
助
し
た
こ
と
を

た
た
え
ら
れ
、
医
歯
薬
学
総
合
研
究
科
薬
科

学
専
攻
２
年
生
の
杉
山
茉
由
さ
ん
と
矢
野
春

奈
さ
ん
が
「
岡
山
県
善
行
賞
」
の
表
彰
を
受

け
ま
し
た
。

二
人
は
２
０
１
０
年
１
月
25
日
昼
頃
、
津

島
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
で
自
転
車
に
乗
っ
た
ま

ま
倒
れ
込
む
男
性
を
目
撃
し
ま
し
た
。
二
人

は
協
力
し
て
気
道
確
保
や
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
応
急
処
置
を
施
し
、
男
性
は
そ
の
後
到

着
し
た
救
急
車
で
病
院
に
搬
送
さ
れ
、
一
命

を
と
り
と
め
ま
し
た
。

二
人
は
医
薬
分
野
へ
の
就
職

が
決
ま
っ
て
お
り
、
「
表
彰

さ
れ
た
こ
と
よ
り
も
、
男

性
が
助
か
っ
た
こ
と
が
う

れ
し
い
。
人
命
を
救
っ
た

経
験
を
仕
事
に
活
か
し
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

大学院生が人命救助で
岡山県善行賞
（2011.1.24）

学生が
 キャンドルナイトを

開催（2010.12.21）

新「なかよし園」を開所
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より良い広報誌を作成するために、みなさまからの
ご意見・ご要望をお待ちしております。
取り上げてほしい話題、質問したいことなど、何でも
結構ですので、右記連絡先までお寄せください。

岡山大学広報誌

私
は
歯
学
部
の
卒
前
臨
床
実
習
と
、
大
学
病
院
の

歯
科
医
師
卒
後
臨
床
研
修
の
主
た
る
診
療
室
で
あ
る

「
総
合
歯
科
」
で
勤
務
し
て
い
る
歯
科
衛
生
士
で
す
。

病
院
の
技
術
職
員
で
は
あ
り
ま
す
が
、
学
生
さ
ん
や

研
修
医
の
先
生
方
に
対
し
て
、
臨
床
現
場
な
ら
で
は

の
器
具
・
機
械
な
ど
の
管
理
や
歯
科
治
療
を
受
け
る

患
者
さ
ん
に
対
す
る
診
療
の
姿
勢
な
ど
、
実
習
や
研

修
の
教
育
現
場
に
お
い
て
教
員
が
行
い
に
く
い
部
分

を
指
導
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
は
「
岡
山
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学
総
合

研
究
科
教
育
功
労
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
今
後
も
学
生
さ
ん
や
研
修

医
の
先
生
方
と
と
も
に
、
学
ん
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

お
薦
め
の
一
冊
は
、岡
山
県
出
身
の
重
松
清
さ
ん
の
『
青
い
鳥
』
で
す
。

「
青
い
鳥
」
と
言
え
ば
、
メ
ー
テ
ル
リ
ン
ク
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
あ
る
中
学
校
の
非
常
勤
講
師
の
お
話
で
す
。

主
人
公
の
村
内
先
生
は
、
国
語
の
先
生
な
の
に
、
言
葉
が
つ
か
え
て
う

ま
く
話
せ
ま
せ
ん
。
で
も
、
授
業
よ
り
も
も
っ
と
大
事
な
仕
事
が
、
先
生

に
は
あ
り
ま
す
。
い
じ
め
の
加
害
者
の
生
徒
、
父
親
の
自
殺
に
苦
し
む
生

徒
、
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
ず
に
抱
え
込
む
生
徒
、
そ
し
て
家
庭
を
知
ら

ず
に
育
っ
た
生
徒
な
ど
、
生
徒
一
人
一
人
に
き
ち
ん
と
向
き
合
い
、
じ
っ

く
り
話
を
聞
い
て
、
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
心
に
そ
っ
と
寄
り
添
い
、
本
当
に

大
切
な
事
は
何
か
を
教
え
る
仕
事
で
す
。
村
内
先
生
は
吃
音
な
の
で
、

う
ま
く
話
せ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
の
分
、
大
事
な
こ
と
だ
け
し
っ
か
り
と

お
話
し
し
て
く
れ
ま
す
。
と
く
に
最
初
の
お
話
と
ラ
ス
ト
の
お
話
で
は
、

涙
す
る
こ
と
必
至
で
す
。

こ
ん
な
先
生
に
出
会
え
て
い
た
ら
ど
ん
な
財
産
に
な
っ
て
い
た
で
し
ょ

う
か
。
誰
も
が
胸
を
打
た
れ
、誰
も
が
共
感
で
き
る
物
語
だ
と
思
い
ま
す
。

些
少
で
は
あ
り
ま
す
が
、
教
育
に
携
わ
る
者
と
し
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
場

面
が
多
い
で
す
。
物
語
の
中
に
渦
巻
く
、
後
悔
、
責
任
、
そ
し
て
希
望
。

そ
う
い
う
も
の
を
読
み
取
っ
て
欲
し
い
作
品
だ
と
思
い
ま
す
。

重
松
清
さ
ん
が
書
く
文
章
は
、
飾
り
が
な
い
の
に
美
し
い
。
さ
す
が
直

木
賞
作
家
で
す
ね
。
ぜ
ひ
、
学
生
さ
ん
の
み
な
ら
ず
、
教
職
員
の
方
々

に
も
、
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
本
だ
と
思
い
ま
す
。

新潮文庫
著者：重松　清

『青　い　鳥』
Book

Review
私が薦める一冊 （岡山大学病院医療技術部（歯科部門）�歯科衛生士　三浦　留美）

こ
の
額
は
、
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
か
ら

八
年
間
在
職
し
て
い
た
石
川
県
農
業
短
期
大
学

（
現
・
石
川
県
立
大
学
）
の
ゼ
ミ
生
か
ら
卒
業

記
念
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。「
仏
の
…
」

と
い
う
額
を
贈
ら
れ
た
上
司
の
、「
学
生
は
ち
ゃ

ん
と
見
て
ま
す
ね
。
鬼
と
い
う
言
葉
に
感
謝
の

気
持
ち
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
よ
」
と
い
う
囁

き
に
、
不
覚
に
も
鬼
の
目
に
も
涙
で
し
た
。

鬼
と
は
大
仰
で
す
が
、
厳
し
く
指
導
し
た
の

は
、
自
分
を
堕
落
さ
せ
な
い
た
め
で
す
。
三
五

歳
で
教
員
と
な
り
、「
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
た

び
に
、
勘
違
い
を
し
か
か
っ
て
い
る
自
分
に
気

が
つ
い
た
か
ら
で
す
。自
分
を
律
す
る
た
め
に
、

身
近
な
と
こ
ろ
に
厳
し
い
監
視
者
を
置
く
、
そ

の
最
適
任
者
が
学
生
で
す
。
鬼
な
ら
で
は
の
厳

し
い
指
導
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
彼
ら
彼
女
ら

の
私
へ
の
視
線
も
厳
し
く
な
る
の
で
す
。「
小

松
！　

自
分
に
は
甘
い
ぞ
！
」
と
。
こ
の
意
図

的
に
創
り
あ
げ
た
緊
張
関
係
の
中
で
、
互
い
に

少
し
は
成
長
で
き
た
よ
う
で
す
。

評
論
家
・
西に

し

部べ

邁
す
す
む

氏
は
そ
の
著
『
小
沢
一

郎
は
背
広
を
着
た
ゴ
ロ
ツ
キ
で
あ
る
。』（
飛
鳥

新
社
二
〇
一
〇
年
）
で
、
指
導
力
は
決
断
力
と

説
得
力
か
ら
な
る
と
し
た
う
え
で
、「
説
得
力

は
人
格
か
ら
や
っ
て
く
る
。
そ
し
て
人
格
は
、

表
情
や
物
腰
を
含
め
た
意
味
で
の
言
葉
に
よ
っ

て
創
ら
れ
る
。言
葉
を
ほ
と
ん
ど
発
し
な
い
者
、

発
し
た
と
し
て
も
恐
ろ
し
く
平
板
に
し
て
平
凡

で
あ
り
凡ぼ

ん

庸よ
う

に
し
て
低
俗
で
あ
る
よ
う
な
言

葉
、
そ
ん
な
も
の
し
か
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い

者
の
人
格
は
高た

か

が
知
れ
て
い
る
。」
と
喝
破
し
、

正せ
い

鵠こ
く

を
射
抜
い
て
い
ま
す
。

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
ロ
バ
ー
ト
Ｉ
．
サ
ッ

ト
ン
教
授
は
、『
部
下
を
守
る
「
盾
」
と
な
れ

る
か
（The Boss as Hum

an Shield

）』（
ハ
ー

バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ビ
ュ
ー
二
〇
一
一
年

二
月
号
）
と
い
う
論
考
で
、
説
得
力
無
き
指
示

か
ら
部
下
を
守
る
手
段
と
し
て
、「
創
造
的
無

能
」（
重
要
で
は
な
い
用
事
を
押
し
つ
け
ら
れ
、

し
か
も
無
視
で
き
な
い
場
合
、
さ
っ
さ
と
片
づ

け
て
、よ
り
重
要
な
課
題
へ
と
進
む
こ
と
）
と
、

「
悪
意
に
満
ち
た
恭
順
」（
愚
か
な
命
令
に
逐
一

従
い
、そ
の
仕
事
を
失
敗
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
）

と
い
う
、
面
従
腹
背
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

不
毛
で
、
非
生
産
的
で
、
悲
し
み
さ
え
覚
え

る
す
す
め
に
、
心
か
ら
の
賛
意
を
表
す
気
に
は

な
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
自
身
の
来
し
方
を
思
い

起
こ
す
時
、
こ
の
よ
う
な
行
動
で
や
り
過
ご
し

て
き
た
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
無
能
な

上
司
の
上ト

ッ
プ
ダ
ウ
ン

意
下
達
は
罪
作
り
な
も
の
で
す
。

学
生
た
ち
に
、
こ
の
よ
う
な
行
動
を
選
択
さ

せ
な
い
た
め
に
、
制
度
に
の
み
裏
付
け
ら
れ
た

立
場
を
錯
覚
す
る
こ
と
な
く
、
自
律
か
つ
自
立

を
旨
と
し
て
生
き
て
行
き
た
い
も
の
で
す
が
、

色
あ
せ
た
額
が
重
み
を
増
し
、
お
ろ
す
に
お
ろ

せ
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。
困
っ
た
こ
と
に
。

 

（
編
集
委
員
長　

小
松　

泰
信
）

昨
年
に
引
き
続
き
、
鬼
の
話
か
ら
で
恐
縮
で
す
が
、

「
鬼
の
小
松
」
と
パ
ソ
コ
ン
で
打
た
れ
た
写
真
の
額

が
研
究
室
に
飾
ら
れ
、
私
を
見
守
っ
て
、
い
や
そ

う
で
は
な
く
、
厳
し
く
監
視
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

年 間
後 記
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